[image: ]すべての　げんばに　ひかりを　
　　　　　てらしなさい


[image: ]げつようび

起 (お)きよ。光 (ひかり)を放 (はな)て。あなたの光 (ひかり)が来 (き)て、主 (しゅ)の栄光 (えいこう)があなたの上 (うえ)に輝 (かがや)いているからだ。見 (み)よ。やみが地 (ち)をおおい、暗 (くら)やみが諸国 (しょこく)の民 (たみ)をおおっている。しかし、あなたの上 (うえ)には主 (しゅ)が輝 (かがや)き、その栄光 (えいこう)があなたの上 (うえ)に現 (あら)われる。

　　　　　　イザヤ
60章 (しょう)1～2節 (せつ)



世 (よ)の中 (なか)はますます発展 (はってん)して、生活 (せいかつ)は便利 (べんり)になっています。しかし、そのような世 (よ)の中 (なか)の裏側 (うらがわ)に、見 (み)えないようにはたらく団体 (だんたい)がいます。彼 (かれ)らが世 (よ)の中 (なか)の文化 (ぶんか)を作 (つく)って流行 (りゅうこう)させて、大人 (おとな)と青少年 (せいしょうねん)の心 (こころ)と関心 (かんしん)を掌握 (しょうあく)しています。それがユダヤ人 (じん)とフリーメイソン、ニューエイジという団体 (だんたい)です。ところが、このような流 (なが)れはずっと繰 (く)り返 (かえ)しているのです。歴史 (れきし)を見 (み)ても、多 (おお)くの強 (きょう)大国 (だいこく)が存在 (そんざい)したのですが、のちには消 (き)えました。強大 (きょうだい)国 (こく)は、自分 (じぶん)だけの文化 (ぶんか)と芸術 (げいじゅつ)がありました。ところが、その背後 (はいご)にはいつも偶像 (ぐうぞう)宗教 (しゅうきょう)がありました。多 (おお)くの人 (ひと)が霊的 (れいてき)な奴隷 (どれい)になって、わざわいの中 (なか)に陥 (おちい)っています。不思議 (ふしぎ)にも、そのような文化 (ぶんか)は時代 (じだい)ごとに繰 (く)り返 (かえ)しました。今 (いま)でもその流 (なが)れが続 (つづ)いています。神様 (かみさま)がこれらすべてのことをご存知 (ぞんじ)で、暗 (くら)やみ文化 (ぶんか)の現場 (げんば)にキリストの光 (ひかり)を照 (て)らす伝道者 (でんどうしゃ)として私 (わたし)たちを呼 (よ)ばれました。
いま、私 (わたし)の姿 (すがた)が伝道者 (でんどうしゃ)の役割 (やくわり)をするのには足 (た)りないと思 (おも)えてもだいじょうぶです。神様 (かみさま)が世 (よ)の光 (ひかり)であるキリストを通 (とお)して、私 (わたし)たちとともにおられるからです。世 (よ)の中 (なか)のやみが強 (つよ)いほど、私 (わたし)の中 (なか)におられるキリストの光 (ひかり)はより一層 (いっそう)、はっきりと輝 (かがや)くでしょう。この光 (ひかり)を照 (て)らすために今日 (きょう)も現場 (げんば)に出 (で)て行 (い)きます。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　










きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
神様 (かみさま)、光 (ひかり)であるキリストを通 (とお)して私 (わたし)とともにいてくださってありがとうございます。私 (わたし)に信仰 (しんこう)をくださって、暗 (くら)やみがいっぱいの現場 (げんば)をキリストの光 (ひかり)で生 (い)かす証人 (しょうにん)になるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

ビューティー宣教局修練会2講│　2017.10.25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]神様 (かみさま)がこの世 (よ)にキリストの光 (ひかり)を照 (て)らされる方法 (ほうほう)として、私 (わたし)を選 (えら)んでくださいました。下 (した)のみことばを完成 (かんせい)させて、伝道者 (でんどうしゃ)である私 (わたし)は、どんな祝福 (しゅくふく)を受 (う)けたのか、確認 (かくにん)しましょう。
　　　　　　　　　　　　
かいてみよう

しかし、あなたがたは、選 (えら)ばれた（種族 (しゅぞく)）、（王 (おう)）である（祭司 (さいし)）、聖 (せい)なる（国民 (こくみん)）、神 (かみ)の（所有 (しょゆう)）とされた（民 (たみ)）です。それは、あなたがたを、やみの中 (なか)から、ご自分 (じぶん)の
驚 (おどろ)くべき（光 (ひかり)）の中 (なか)に招 (まね)いてくださった方 (かた)の
すばらしい（みわざ）を、あなたがたが宣 (の)べえるためなのです。あなたがたは、以前 (いぜん)は（神 (かみ)の民 (たみ)）ではなかったのに、今 (いま)は（神 (かみ)の民 (たみ)）であり、以前 (いぜん)は（あわれみ）を受 (う)け
ない者 (もの)であったのに、今 (いま)は（あわれみ）を
受 (う)けた者 (もの)です。

　　　　Iペテロ２章 (しょう)９～10節 (せつ)のみことば
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ]ふくいんの　めいもんの　かけい！


[image: ]かようび


　　　　　　さて、レビの家 (いえ)のひとりの人 (ひと)がレビ人 (びと)の娘 (むすめ)をめとった。女 (おんな)はみごもって、男 (おとこ)の子 (こ)を産 (う)んだが、そのかわいいのを見 (み)て、三 (さん)か月 (げつ)の間 (あいだ)その子 (こ)を隠 (かく)しておいた。
出 (しゅつ)エジプト
2章1～2節 (せつ)



イスラエル民族 (みんぞく)がエジプトの奴隷 (どれい)となっていた時期 (じき)がありました。そのとき、ヨケベデを通 (とお)してモーセが生 (う)まれました。そのころ、エジプトのパロ王 (おう)が命令 (めいれい)しました。「イスラエル民族 (みんぞく)が男 (おとこ)の子 (こ)を産 (う)めば、みんなナイル川 (がわ)に投 (な)げ込 (こ)んでしまえ!」ヨケベデは危険 (きけん)な状況 (じょうきょう)でも、パピルス製 (せい)のかごに瀝青 (れきせい)と樹脂 (じゅし)を塗 (ぬ)りました。そして、モーセをそこに入 (い)れて、葦 (あし)の茂 (しげ)みの中 (なか)にかごをおきました。そのとき、パロの王女 (おうじょ)がモーセを発見 (はっけん)して、息子 (むすこ)として養子 (ようし)にしました。お母 (かあ)さんのヨケベデはモーセの乳母 (うば)になって乳 (ちち)を飲 (の)ませながら神様 (かみさま)の契約 (けいやく)を植 (う)えたのでした。のちにモーセは、イスラエルの民 (たみ)を出 (しゅつ)エジプトさせる神様 (かみさま)の計画 (けいかく)に用 (もち)いられる指導者 (しどうしゃ)になりました。
福音 (ふくいん)を知 (し)って、神様 (かみさま)の計画 (けいかく)を知 (し)っているパパやママの下 (もと)で育 (そだ)つことは祝福 (しゅくふく)です。神様 (かみさま)が私 (わたし)を用 (もち)いようと呼 (よ)ばれた証拠 (しょうこ)だからです。反対 (はんたい)に、パパやママが福音 (ふくいん)を知 (し)らないとしても落 (お)ち込 (こ)まないようにしましょう。パパやママが福音 (ふくいん)を知 (し)る祝福 (しゅくふく)を受 (う)けるために先 (さき)に私 (わたし)を呼 (よ)ばれたのです。
みことばを、もう一度 (いちど)黙想 (もくそう)しましょう。そして、福音 (ふくいん)の契約 (けいやく)のなかで、私 (わたし)に福音 (ふくいん)の名門 (めいもん)の家系 (かけい)の使命 (しめい)をくださった神様 (かみさま)に感謝 (かんしゃ)の祈 (いの)りをしましょう。世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かす奥義 (おくぎ)をくださったからです。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)、私 (わたし)に福音 (ふくいん)をくださってありがとうございます。神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださった私 (わたし)の家庭 (かてい)が、福音 (ふくいん)でひとつになって、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)に用 (もち)いられるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

胎嬰児両親修練会1講│　2017.10.27　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]赤 (あか)ん坊 (ぼう)のモーセを保護 (ほご)して、守 (まも)られた神様 (かみさま)を聖書 (せいしょ)のみことばで
確認 (かくにん)して、（　　）にあう単語 (たんご)を探 (さが)して書 (か)きましょう。

　　　　　　　　　　　　
しかしもう隠 (かく)しきれなくなったので、（　　　　　　　）のかごを手 (て)に入 (い)れ、それに（　　　　　）と（　　　　）とを塗 (ぬ)って、その子 (こ)を中 (なか)に入 (い)れ、（　　　　　）の岸 (きし)の葦 (あし)の茂 (しげ)みの中 (なか)に置 (お)いた。その子 (こ)の（　　　）が、その子 (こ)がどうなるかを知 (し)ろうとして、遠 (とお)く離 (はな)れて立 (た)っていたとき、パロの娘 (むすめ)が水 (みず)浴 (あ)びをしようとナイルに降 (お)りて来 (き)た。彼女 (かのじょ)の侍女 (じじょ)たちは
ナイルの川辺 (かわべ)を歩 (ある)いていた。彼女 (かのじょ)は葦 (あし)の茂 (しげ)みにかごが
あるのを見 (み)、はしためをやって、それを取 (と)って
来 (こ)させた。それをあけると、子 (こ)どもがいた。なんと、
それは男 (おとこ)の子 (こ)で、泣 (な)いていた。彼女 (かのじょ)はその子 (こ)をあわれに思 (おも)い、「これはきっと（　　　　　　　）の子 (こ)ども
です」と言 (い)った。

出 (しゅつ)エジプト記 (き)２章 (しょう)３～６節 (せつ)
みことばを
適用 (てきよう)しよう
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ]わたしの　いえは　ミッションホーム


すいようび

テオピロよ。私 (わたし)は前 (まえ)の書 (しょ)で、イエスが行 (おこ)ない始 (はじ)め、教 (おし)え始 (はじ)められたすべてのことについて書 (か)き、(1)　 イエスは苦 (くる)しみを受 (う)けた後 (のち)、四十日 (よんじゅうにち)の間 (あいだ)、彼 (かれ)らに現 (あら)われて、神 (かみ)の国 (くに)のことを語 (かた)り、数 (かず)多 (おお)くの確 (たし)かな証拠 (しょうこ)をもって、ご自分 (じぶん)が生 (い)きていることを使徒 (しと)たちに示 (しめ)された。(3)　 しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)まれるとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土 (ぜんど)、および地 (ち)の果 (は)てにまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。(8)

　　　　　　使徒 (しと)
1章 (しょう)1,3､8節 (せつ)





神様 (かみさま)は家庭 (かてい)を祝福 (しゅくふく)して、重要 (じゅうよう)な使命 (しめい)をくださいました。ですから、福音 (ふくいん)がある家庭 (かてい)は、神様 (かみさま)のミッションを受 (う)けたミッションホームです。
神様 (かみさま)は、福音 (ふくいん)がある家庭 (かてい)で、神様 (かみさま)の力 (ちから)と計画 (けいかく)に従 (したが)って生 (い)きていく方法 (ほうほう)を学 (まな)ぶようにしてくださいます。世 (よ)の中 (なか)が教 (おし)える自分 (じぶん)の力 (ちから)と目標 (もくひょう)で成功者 (せいこうしゃ)になる方法 (ほうほう)とは、まったく違 (ちが)います。パパやママが世 (よ)の中 (なか)に起 (お)きることを見 (み)ながら「福音 (ふくいん)がないから、そうなる」「福音 (ふくいん)だけがすべての問題 (もんだい)の解答 (かいとう)だ」と言 (い)うことばが、事実 (じじつ)だということを知 (し)るようになります。
神様 (かみさま)は、聖書 (せいしょ)のレムナント７人 (にん)（ヨセフ、モーセ、サムエル、ダビデ、エリシャ、イザヤ、パウロ）のように、問題 (もんだい)がきても、成功 (せいこう)しても揺 (ゆ)れない者 (もの)として育 (そだ)つことを望 (のぞ)んでおられます。神様 (かみさま)は、このことををして学 (まな)ぶようにしてくださいます。ですから、私 (わたし)の家庭 (かてい)は祝福 (しゅくふく)です。また、神様 (かみさま)が私 (わたし)を福音 (ふくいん)に導 (みちび)く最 (もっと)も良 (よ)い訓練 (くんれん)場所 (ばしょ)です。もし、まだ福音 (ふくいん)を悟 (さと)ることができないパパやママと家庭 (かてい)に文句 (もんく)を言 (い)って恨 (うら)んだとすれば、私 (わたし)に向 (む)かった神様 (かみさま)の計画 (けいかく)を探 (さが)しましょう。そして、私 (わたし)にくださった家庭 (かてい)に感謝 (かんしゃ)する時間 (じかん)になるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)、私 (わたし)の家庭 (かてい)が、神様 (かみさま)の願 (ねが)い、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の計画 (けいかく)が成 (な)し遂 (と)げられるミッションホームになるように祈 (いの)ります。家庭 (かてい)で霊的 (れいてき)な力 (ちから)を受 (う)けて、福音 (ふくいん)で世 (よ)の中 (なか)を見 (み)る目 (め)が開 (ひら)かれるように祝福 (しゅくふく)してください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

胎嬰児両親修練会2講│　2017.10.27　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]私 (わたし)の家 (いえ)がミッションホームです！パパとママと話 (はなし)をして
福音 (ふくいん)を味 (あじ)わうミッションホームになるために、なにに
挑戦 (ちょうせん)するか書 (か)きましょう。
　　　　　　　　　　　　



みことばを
適用 (てきよう)しよう
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ]かみさまが　もちいられる　
すてきな　ひとに　なろう！


[image: ]
もくようび

　　　　　　私 (わたし)と全教会 (ぜんきょうかい)との家主 (やぬし)であるガイオも、あなたがたによろしくと言 (い)っています。市 (し)の収入役 (しゅうにゅうやく)であるエラストと兄弟 (きょうだい)クワルトもよろしくと言 (い)っています。
ローマ
16章 (しょう)23節 (せつ)



初代 (しょだい)教会 (きょうかい)が福音 (ふくいん)を伝 (つた)えた時代 (じだい)に、イエス様 (さま)を信 (しん)じる人々 (ひとびと)は、死 (し)を覚悟 (かくご)しなければならないほど、迫害 (はくがい)されました。福音 (ふくいん)を伝 (つた)える使徒 (しと)と人々 (ひとびと)が死 (し)と苦難 (くなん)にあったのです。このとき、死 (し)を覚悟 (かくご)してすべての教会 (きょうかい)の世話 (せわ)をした人 (ひと)がいます。重職者 (じゅうしょくしゃ)のガイオです。力 (ちから)がある人々 (ひとびと)と疎通 (そつう)するほど力 (ちから)があったのですが、神様 (かみさま)の働 (はたら)きを最 (もっと)もよくした人 (ひと)でもありました。はたして、ガイオはどんな人 (ひと)だったのでしょうか。
１つ目 (め)、キリストの十字架 (じゅうじか)の事件 (じけん)と復活 (ふっかつ)を知 (し)っていました。また、イエス様 (さま)の最後 (さいご)のメッセージだった「神 (かみ)の国 (くに)」のことを知 (し)っている福音 (ふくいん)の人 (ひと)でした。
２つ目 (め)、ローマの迫害 (はくがい)時代 (じだい)にも、キリストをあかしする伝道 (でんどう)の人 (ひと)でした。
３つ目 (め)、伝道者 (でんどうしゃ)パウロとすべての伝道者 (でんどうしゃ)を世話 (せわ)する宣教 (せんきょう)の人 (ひと)でした。
私 (わたし)もガイオのように神様 (かみさま)が喜 (よろこ)ばれる伝道 (でんどう)と宣教 (せんきょう)に価値 (かち)をおくことを決心 (けっしん)しましょう。神様 (かみさま)の働 (はたら)きを最 (もっと)も喜 (よろこ)んですることができる、すてきな福音 (ふくいん)の人 (ひと)、伝道 (でんどう)の人 (ひと)、宣教 (せんきょう)の人 (ひと)になるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)、イエス・キリストの福音 (ふくいん)を知 (し)る福音 (ふくいん)の人 (ひと)、どんな問題 (もんだい)がきても、福音 (ふくいん)を伝 (つた)える伝道 (でんどう)の人 (ひと)、福音 (ふくいん)を伝 (つた)える人々 (ひとびと)を助 (たす)ける宣教 (せんきょう)の人 (ひと)の答 (こた)えを受 (う)けるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

産業宣教メッセージ│　2017.10.28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]教会 (きょうかい)と伝道者 (でんどうしゃ)に仕 (つか)えたガイオを考 (かんが)えながら、２つの絵 (え)のちがう部分 (ぶぶん)を
見 (み)つけましょう。全部 (ぜんぶ)で７つあります。
　　　　　　　　　　　　
ちがいを
さがそう
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






[image: ][image: ]たたかわずに　かつことが　できます
　　　　　　　　　　　　　　　



きんようび


　　　　　　ローマ
1章 (しょう)16節 (せつ)
私 (わたし)は福音 (ふくいん)を恥 (はじ)とは思 (おも)いません。福音 (ふくいん)は、ユダヤ人 (じん)をはじめギリシヤ人 (じん)にも、信 (しん)じるすべての人 (ひと)にとって、救 (すく)いを得 (え)させる神 (かみ)の力 (ちから)です。




どんな対象 (たいしょう)とも戦 (たたか)わないで勝 (か)つ方法 (ほうほう)があるのでしょうか。もし勝 (か)つ力 (ちから)があるならば、戦 (たたか)わずに勝利 (しょうり)する人 (ひと)になるでしょう。
目 (め)に見 (み)えないサタンは、いつも神 (かみ)の子 (こ)どもに霊的 (れいてき)、な戦 (たたか)いをしかけてきます。しかし、神 (かみ)の子 (こ)どものアイデンティティを味 (あじ)わって、福音 (ふくいん)の中 (なか)から出 (で)る霊的 (れいてき)な力 (ちから)を持 (も)つなら、だまされないで勝 (か)つことができます。
強大 (きょうだい)国 (こく)ローマが周辺 (しゅうへん)の国家 (こっか)を治 (おさ)めていた時代 (じだい)がありました。そのときは、福音 (ふくいん)を持 (も)った人々 (ひとびと)がイエス様 (さま)を信 (しん)じるという理由 (りゆう)だけで、多 (おお)くの迫害 (はくがい)にあいました。命 (いのち)を失 (うしな)う殉教 (じゅんきょう)を体験 (たいけん)することさえもありました。しかし、福音 (ふくいん)はさらに力強 (ちからづよ)くあかしされました。ついに、あちこちに福音 (ふくいん)を伝 (つた)える弟子 (でし)がたてられました。ローマが福音 (ふくいん)化される答 (こた)えも受 (う)けました。
どんな困難 (こんなん)や迫害 (はくがい)も福音 (ふくいん)を防 (ふせ)ぐことはできません。神 (かみ)の子 (こ)どもはそのような力 (ちから)がある福音 (ふくいん)を持 (も)ったレムナントです。私 (わたし)に福音 (ふくいん)が力 (ちから)になって証拠 (しょうこ)になるように祈 (いの)りましょう。神様 (かみさま)が私 (わたし)を戦 (たたか)わないで勝 (か)つ証人 (しょうにん)になるように導 (みちび)かれるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)、ありがとうございます。神様 (かみさま)がくださる福音 (ふくいん)の力 (ちから)で、サタンがしかける戦 (たたか)いにたたかわずに勝 (か)つ祝福 (しゅくふく)をください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
核心訓練メッセージ│　2017.10.28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]戦 (たたか)わずに霊的 (れいてき)に勝利 (しょうり)する方法 (ほうほう)があります。いのちを生 (い)かす福音 (ふくいん)を伝 (つた)える
ことです。福音 (ふくいん)に向 (む)かったパウロの告白 (こくはく)が入 (はい)った伝道 (でんどう)トラクトを渡 (わた)して
霊的 (れいてき)に勝利 (しょうり)しましょう。


　　　　　　　　　トントントン！
こころのとびらをひらきましょう










　福音 (ふくいん)を伝 (つた)える友 (とも)だちの　　　　　　　実線 (じっせん)にそって４つの　　　　　　「写真 (しゃしん)」と書 (か)いてある
写真 (しゃしん)と次 (つぎ)のページのトラクトを　　　四角 (しかく)になるように　　　　　　ところに友 (とも)だちの写真 (しゃしん)を
準備 (じゅんび)しましょう。　　　　　　　　　切 (き)りましょう　　　　　　　　はりましょう。その下 (した)に友 (とも)だちの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名前 (なまえ)と自分 (じぶん)の名前 (なまえ)を書 (か)きましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間 (じかん)を決 (き)めて友 (とも)だちに渡 (わた)しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのとき、救 (すく)いの道 (みち)を説明 (せつめい)して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受 (う)け入 (い)れの祈 (いの)りをすることも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忘 (わす)れないでね！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　　上 (うえ)の絵 (え)のように伝道 (でんどう)トラクト　　３番目 (ばんめ)の（　　）に友 (とも)だちの
の番号 (ばんごう)の部分 (ぶぶん)に順番 (じゅんばん)に　　　　　名前 (なまえ)を書 (か)きましょう。友 (とも)だちに
のりをぬってはります　　　　　どのように説明 (せつめい)して伝 (つた)えるのか
　　　　　　　　　　　　　　　神様 (かみさま)に質問 (しつもん)して、祈 (いの)りましょう

ワーク
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ]
なぜなら、福音 (ふくいん)のうちには神 (かみ)の義 (ぎ)が啓示 (けいじ)されて
いて、その義 (ぎ)は、信仰 (しんこう)に始 (はじ)まり信仰 (しんこう)に
進 (すす)ませるからです。「（　　　　　）は
信仰 (しんこう)によって生 (い)きる」と書 (か)いてあるとおりです。

ローマ1章 (しょう)17節 (せつ)のみことば
切るところ　　　　　　　　のりをぬるところ








写真 (しゃしん)をはりましょう








　　　　へ

　　　　　　　　　　　　より

キリストであるイエス様 (さま)は３つの働 (はたら)きをされました


　　　　　　目 (め)には見 (み)えない
　　　　　　原罪 (げんざい)を解決 (かいけつ)される
　　　　　　まことの祭司 (さいし)です。


　　　　　　目 (め)には見 (み)えない
　　　　　　神様 (かみさま)に出会 (であ)う道 (みち)を開 (ひら)く
　　　　　　まことの預言者 (よげんしゃ)です。


　　　　　　目 (め)には見 (み)えない
　　　　　　サタンを踏 (ふ)み砕 (くだ)く
　　　　　　まことの王 (おう)です。

[image: ]ふくいんを　もった　ひとりに　なろう


[image: ]どようび

なぜなら、福音 (ふくいん)のうちには神 (かみ)の義 (ぎ)が啓示 (けいじ)されていて、その義 (ぎ)は、信仰 (しんこう)に始 (はじ)まり信仰 (しんこう)に進 (すす)ませるからです。「義人 (ぎじん)は信仰 (しんこう)によって生 (い)きる」と書 (か)いてあるとおりです。

ローマ
1章 (しょう)17節 (せつ)



　　　　　　
福音 (ふくいん)でなければ、どんなことによっても暗 (くら)やみの勢力 (せいりょく)に勝 (か)つことはできません。イスラエル民族 (みんぞく)は福音 (ふくいん)をのがして、強大 (きょうだい)国 (こく)バビロンの捕虜 (ほりょ)になりました。このとき、預言者 (よげんしゃ)ハバククが「しかし、正 (ただ)しい人 (ひと)はその信仰 (しんこう)によって生 (い)きる」と言 (い)って福音 (ふくいん)を宣言 (せんげん)し、福音 (ふくいん)が回復 (かいふく)されました。
時 (とき)が流 (なが)れて、イスラエル民族 (みんぞく)がまた福音 (ふくいん)をのがしました。そして、強大 (きょうだい)国 (こく)ローマの属国 (ぞっこく)になりました。このとき、登場 (とうじょう)した人 (ひと)が使徒 (しと)パウロです。パウロは預言者 (よげんしゃ)ハバククが宣言 (せんげん)した福音 (ふくいん)を、同 (おな)じようにしました。このとき、教会 (きょうかい)が回復 (かいふく)して、ローマも福音 (ふくいん)化 (か)されました。
このように、ひとりだけ福音 (ふくいん)を回復 (かいふく)しても、わざわいと苦 (くる)しみを防 (ふせ)ぐことができます。聖書 (せいしょ)には預言者 (よげんしゃ)ハバククと使徒 (しと)パウロだけでなく、ヨケベデ、ハンナ、サムエルなど、この働 (はたら)きをした多 (おお)くの証人 (しょうにん)の記録 (きろく)が残 (のこ)っています。
もしかして、福音 (ふくいん)でない問題 (もんだい)と困難 (こんなん)の中 (なか)に置 (お)かれていませんか。福音 (ふくいん)を持 (も)ったひとりになれば、問題 (もんだい)が福音 (ふくいん)を味 (あじ)わうだと見 (み)えるでしょう。問題 (もんだい)の答 (こた)えがただ福音 (ふくいん)という事実 (じじつ)も悟 (さと)るようになるでしょう。新 (あたら)しい挑戦 (ちょうせん)を始 (はじ)めましょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









神様 (かみさま)、この世 (よ)の多 (おお)くの問題 (もんだい)と苦 (くる)しみを、ただ福音 (ふくいん)によってだけ解決 (かいけつ)することができると信 (しん)じます。福音 (ふくいん)を持 (も)っているひとりになるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
インマヌエル教会聖日1部│　2017.10.29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]体力 (たいりょく)を
つけよう
　　　　　　福音 (ふくいん)を持 (も)っているひとりとして、福音 (ふくいん)を回復 (かいふく)する祈 (いの)りに
　　　　　　助 (たす)けになる運動 (うんどう)をしましょう






　　　　側面 (そくめん)を動 (うご)かす


右腕 (みぎうで)、左腕 (さわん)を別々 (べつべつ)に動 (うご)かします。右腕 (みぎうで)、左腕 (ひだりうで)をかわるがわる動 (うご)かしながら両腕 (りょううで)で自由 (じゆう)に円 (えん)を描 (えが)きます。そのとき、手 (て)に従 (したが)って視線 (しせん)を動 (うご)かすことが重要 (じゅうよう)です。
　　　　息 (いき)をととのえる


両腕 (りょううで)を上 (うえ)にあげながら息 (いき)を吸 (す)って、腕 (うで)を下 (した)に下 (さ)げながら息 (いき)を吐 (は)きます。
この動作 (どうさ)を10回 (かい)ほどゆっくりとくりかえします。











　　　　バランス感覚 (かんかく)を刺激 (しげき)


立 (た)っている場所 (ばしょ)で5回 (かい)ほど回 (まわ)ります。その次 (つぎ)にゆっくりと歩 (ある)いてからだの中心 (ちゅうしん)をとります。
からだのバランス感覚 (かんかく)を
見 (み)つけるようになります。
　　　　頭 (あたま)と背中 (せなか)を
　　　　動かす

頭 (あたま)から腰 (こし)までゆっくりと
からだを曲 (ま)げます。このとき、頭 (あたま)を下 (した)にさげると思 (おも)いましょう。腰 (こし)をまっすぐに戻 (もど)しながら、頭 (あたま)をあげることを10回 (かい)ほどくりかえします









私 (わたし)たちのからだは、目 (め)が覚 (さ)めても、脳 (のう)は2時間 (じかん)ほど眠 (ねむ)っている睡眠 (すいみん)の状態 (じょうたい)です。このときに、脳 (のう)も目覚 (めざ)めさせて、祈 (いの)りにもっと集中 (しゅうちゅう)するようにストレッチをしましょう。とからだ、両方 (りょうほう)が強 (つよ)くなるでしょう。
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